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概要

このドキュメントでは、Nexus 9000でL2イーサネットVPN(EVPN)Virtual Extensible
LAN(VXLAN)IPv6オーバーレイを展開する方法について説明します。

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

ボーダー ゲートウェイ プロトコル（BGP）●

Open Shortest Path First（OSPF）●

EVPN●

IPV6●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

リリース9.3.931809)が稼働するCisco N9K-C128YC-FX●

リリース9.3(7)が稼働するCisco N9K-C93216TC-FX2●

IPv4およびIPv6に対応したエンドホストを備えたシスコアグリゲーションサービスルータ
(ASR)

●

リリース9.3931808)が稼働するCisco N9K-C100YC-EX●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してく
ださい。 

ネットワーク図



ハイレベル設定

機能のインストール1.
IPアドレスの設定 – アンダーレイ2.
IGPの設定：OSPF3.
MP - BGPの設定4.
VLANおよびEVPNオーバーレイの設定5.
ホストとリーフ間のe-BGPの設定6.

コンフィギュレーション



確認

ここでは、設定が正常に機能しているかどうかを確認します。



トラブルシュート

ここでは、設定のトラブルシューティングに使用できる情報を示します。

設定をトラブルシューティングするには、次のコマンドを使用します。

#show bgp l2vpn evpn

#show nve peer

#show nve vni

# show ip arp <> >> On host side



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


